
日 水月 木火 金 土

▲ 長旅を終えた資料たちはこの後収蔵庫で暫くお休みします

▲ ボランティア・ガード編の様子　博物館友の会と協力して
　町を代表する文化遺産・三重塔のすす払いを行いました

▲ 土田さんは既に文化遺産ガイドを実践中とのこと　スゴイ！

【漢
詩
紀
行
講
座
】

　
２
月
１
日
（
土
）
９
時
30
分
～

【
古
文
書
講
座
】

　
２
月
８
日
（
土
）
13
時
30
分
～

【
古
典
か
な
講
座
】

　
２
月
15
日
（
土
）
９
時
30
分
～

【
み
や
こ
学
講
座
】

　
２
月
15
日
（
土
）
13
時
30
分
～

※
日
程
等
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
見
学
会
等
は
別
途
ご
案
内
し
ま
す
。

　
博
物
館
は
郷
土
資
料
と
学
芸
員
ら
の
サ

ポ
ー
ト
に
よ
る
知
と
学
び
の
拠
点
で
す
。

以
下
の
会
や
講
座
を
利
用
し
て
楽
し
く
学

び
ま
せ
ん
か
？
詳
し
く
は
博
物
館
へ
お
問

合
せ
下
さ
い
！

★�

博
物
館
友
の
会

　

 

バ
ス
ハ
イ
ク
・
歴
史
た
ん
け
ん
ウ
ォ
ー

ク
等
の
学
び
の
旅
や
イ
ベ
ン
ト
に
参
加

で
き
ま
す
。

★
文
化
遺
産
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
豊
み
隊
！
）
養
成
講
座

　

 

町
の
宝
を
三
つ
の
ア
ク
シ
ョ
ン
＝
①
ガ

イ
ド（
案
内
）②
ガ
ー
ド（
管
理
）
➂
ワ
ー

ク
（
調
査
）
で
サ
ポ
ー
ト
す
る
ス
タ
ッ

フ
を
募
集
・
養
成
す
る
講
座
で
す
。

◆
講
座
・
教
室
・
催
し
物
ガ
イ
ド

２
月
の
歴
史
講
座

博
物
館
で「
楽
習
」始
め
ま
せ
ん
か
？

　12月21日（土）、漱石山房記念館（東京
都）へ貸出していた小宮豊隆資料が返却さ
れました。お蔭さまで東京と福岡で同時に
小宮豊隆ゆかりの展示が見られるという贅
沢な企画が無事終了しました。

　12月18日（水）、8月に博物館実習を
行った土田善樹さん（八洲学園大学）が、
成果となる学芸員資格取得証を手にお礼
報告に見えました。リカレント学習の成果
を活かした活躍を期待したいですね。

みやこ町歴史民俗博物館

休館日　※情報は R7.1.22 現在
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博物館だより

12月の業務日誌から
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博物館休館日カレンダー
2025 年  2 月

みやこの里に春が来た！

みやこ町三重塔まつり今年もみんなで
賑やかに！

★★★　主な催し物　★★★
●三重塔まつり少年少女俳句大会表彰式　
●一般俳句大会（投句および選評）
●文化財行事：護摩焚き行事（山伏問答・火渡りなど）
●出店（焼いも・おでん・豚汁・地元特産品の販売など）

１０：００～　於：三重塔前広場
１０：００～　於：会場内受付・国分公民館
１３：００～　於：特設護摩壇周辺
１０：００～　於：会場内出店テント

まつりについてのお問合せ先
みやこ町三重塔まつり実行委員会（事務局：文化係／博物館　電話：０９３０–３３–４６６６）

みやこ町内外に春の到来を告げる名物行事として親しまれてきた「みやこ町三重塔まつり」。今年も三重塔をはじめ故郷の歴史・
文化を愛する皆さんにより賑やかに開催されます。早春のひと時、三重塔周辺でゆっくりと春を堪能しませんか？

日時：２月２３日（日）１０時～１５時／場所：豊前国分寺跡公園（みやこ町国分）



ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍
事
侵
攻
か
ら
３
年

　

今
月
24
日
で
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ

イ
ナ
の
軍
事
侵
攻
か
ら
３
年
を
迎
え
ま
す
。

こ
の
間
、
ロ
シ
ア
は
、
戦
況
の
泥
沼
化
に

伴
い
核
兵
器
の
使
用
を
示
唆
し
て
い
ま
す
。

ま
た
原
子
力
発
電
所
を
攻
撃
す
る
状
況
も

放
映
さ
れ
ま
し
た
。
核
兵
器
使
用
の
緊
張
が

最
高
潮
に
達
し
て
い
る
状
況
の
中
、
昨
年
12

月
に
日
本
原
水
爆
被
害
者
団
体
協
議
会
（
以

下
日
本
被
団
協
）
が
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。
こ
の
協
議
会
は
、
原
爆
投

下
か
ら
11
年
後
に
、
広
島
・
長
崎
の
被
爆

者
を
中
心
に
結
成
さ
れ
、
世
界
各
国
の
人
々

を
対
象
に
、
被
爆
者
の
立
場
か
ら
実
体
験

に
基
づ
く
証
言
で
核
兵
器
の
恐
ろ
し
さ
を

伝
え
て
き
ま
し
た
。
朝
鮮
戦
争
以
降
も
様
々

な
戦
争
や
紛
争
で
核
兵
器
使
用
の
危
機
的

場
面
が
み
ら
れ
ま
し
た
が
、
日
本
被
団
協
に

よ
る
地
道
な
活
動
は
、
戦
争
当
事
者
に
「
人

類
史
上
最
も
破
壊
的
な
兵
器
」
の
使
用
を

躊ち
ゅ
う
ち
ょ

躇
さ
せ
、
そ
の
結
果
、
長
崎
の
原
爆
投

下
以
降
、
約
80
年
間
、
戦
争
や
紛
争
で
核

キ
２
世
」
を
寄
贈
し
、
27
年
前
の
12
月
に

児
童
に
よ
り
植
樹
さ
れ
ま
し
た
。

平
和
の
シ
ン
ボ
ル

　

中
尾
氏
が
町
内
の
黒
田
小
学
校
や
鐙
畑

小
学
校
で
教
鞭
を
執
っ
て
い
た
１
９
８
０

年
代
、
ア
メ
リ
カ
、
ソ
連
（
現
在
の
ロ
シ

ア
）
の
両
国
は
、「
抑
止
力
」
の
名
の
も
と

で
互
い
に
核
兵
器
の
配
備
数
を
増
大
さ
せ
、

世
界
の
緊
張
は
極
限
に
達
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
中
尾
氏
は
町
内

の
児
童
や
保
護
者
を
対
象
に
核
兵
器
の
恐

ろ
し
さ
や
平
和
の
尊
さ
を
力
説
し
ま
す
。

中
尾
廣
治
氏
が
入
院
し
た
年
、
世
界
の
核

弾
頭
保
有
数
は
ピ
ー
ク
を
迎
え
、
約
７
万

発
に
達
し
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
日
本
被
団

協
を
は
じ
め
世
界
各
国
で
「
核
廃
絶
運
動
」

が
展
開
さ
れ
、
現
在
、
世
界
の
核
弾
頭
保
有

数
は
約
１
２
，０
０
０
発
ま
で
減
少
し
て
い

る
も
の
と
み
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
こ
れ
ら

も
「
量
よ
り
質
」
を
重
視
し
た
高
性
能
の
弾

頭
に
更
新
さ
れ
て
い
る
も
の
と
推
察
さ
れ
、

そ
の
脅
威
は
む
し
ろ
増
大
し
て
い
る
と
の

見
解
も
み
ら
れ
ま
す
。
日
本
被
団
協
の
ノ
ー

ベ
ル
賞
受
賞
の
前
月
、「
被
爆
エ
ノ
キ
２
世
」

が
あ
る
犀
川
小
学
校
と
築
上
町
の
上
城
井

小
学
校
の
児
童
が
修
学
旅
行
で
広
島
・
長

崎
の
被
爆
地
訪
問
で
学
ん
だ
平
和
学
習
に

つ
い
て
報
告
会
が
開
か
れ
、
平
和
へ
の
思

い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。
被
爆
エ
ノ
キ
を

寄
贈
し
た
福
田
氏
が
亡
く
な
り
、
今
年
で

10
年
を
迎
え
ま
す
が
、
被
爆
エ
ノ
キ
を
シ

ン
ボ
ル
と
し
て
、
中
尾
氏
や
福
田
氏
が
託

し
た
「
平
和
の
祈
り
」
は
、
こ
れ
か
ら
も

こ
の
地
域
の
人
々
に
永
く
受
け
継
が
れ
て

い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。　
　
　
（
井
上
信
隆
）

７
名
の
児
童
か
ら
感
想
の
手
紙
が
届
き
、

こ
の
中
に
は
、
担
当
教
諭
、
中
尾
廣
治
氏

の
「
お
手
紙
を
い
た
だ
い
て
鶴
が
舞
い
戻
っ

た
よ
う
な
感
激
で
ご
ざ
い
ま
す
」
と
い
う

礼
状
も
同
封
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
昭
和
60

年
（
１
９
８
５
）
に
は
福
田
氏
を
鐙
畑
小

学
校
の
卒
業
式
に
招
待
す
る
な
ど
心
温
ま

る
交
流
が
続
き
ま
し
た
。
当
時
、中
尾
氏
は
、

町
内
校
で
平
和
学
習
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

福
田
氏
に
「
子
ど
も
達
に
あ
の
日
の
惨
状
を

伝
え
て
ほ
し
い
」
と
依
頼
し
ま
す
。
鐙
畑

小
学
校
の
児
童
が
修
学
旅
行
で
広
島
を
訪

問
し
た
際
、
福
田
氏
は
自
ら
の
被
爆
体
験

を
児
童
に
語
り
か
け
ま
す
が
、
真
剣
に
聴

講
す
る
児
童
の
姿
勢
や
、
送
ら
れ
た
感
想

文
は
「
語
り
部
」
と
し
て
の
福
田
氏
の
心

の
支
え
に
な
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
福
田
氏
は
、
爆
心
地
か
ら
約
１
ｋｍ
で

被
爆
し
た
エ
ノ
キ
を
案
内
し
ま
す
。
鐙
畑

小
学
校
の
児
童
は
、
爆
風
の
影
響
な
ど
で

枯
死
寸
前
の
エ
ノ
キ
に
千
羽
鶴
を
手
向
け

ま
し
た
。

　

昭
和
62
年
（
１
９
８
７
）
中
尾
氏
は
病
に

よ
り
入
院
し
ま
す
。
福
田
氏
は
、
励
ま
し

の
絵
葉
書
を
一
日
一
枚
書
い
て
送
り
、
そ

の
数
は
最
終
的
に
１
０
４
０
枚
に
な
り
ま

し
た
。
平
成
３
年
（
１
９
９
１
）
中
尾
氏
が

書
い
た
手
紙
が
福
田
氏
に
届
い
た
の
を
最

後
に
63
歳
の
生
涯
を
閉
じ
ま
し
た
。
福
田

氏
と
交
流
を
続
け
た
鐙
畑
小
学
校
は
、
児

童
数
減
少
に
伴
い
平
成
10
年
（
１
９
９
８
）

３
月
に
閉
校
し
ま
し
た
。
福
田
氏
は
「
こ

れ
ま
で
の
交
流
の
思
い
を
託
し
た
い
。
新

し
い
学
校
で
も
平
和
の
祈
り
を
芽
吹
か
せ

て
。」
と
鐙
畑
校
区
か
ら
一
人
だ
け
通
う
こ

と
に
な
っ
た
犀
川
小
学
校
に
「
被
爆
エ
ノ

兵
器
が
使
用
さ
れ
た
事
例
は
確
認
で
き
ま

せ
ん
。
日
本
被
団
協
に
よ
る
こ
れ
ま
で
の

核
兵
器
廃
絶
運
動
が
ノ
ー
ベ
ル
平
和
委
員

会
に
よ
り
高
く
評
価
さ
れ
、
今
回
、
約
50

年
ぶ
り
と
な
る
日
本
の
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞

受
賞
に
つ
な
が
っ
た
と
み
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　

今
回
は
、
こ
の
日
本
被
団
協
と
同
時
期

に
、
み
や
こ
町
を
舞
台
に
熱
心
な
平
和
教

育
に
携
わ
っ
て
き
た
一
人
の
教
師
に
つ
い

て
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

「
昭
和
１
０
０
年
」
と
「
戦
後
80
年
」

　

今
年
は
「
昭
和
１
０
０
年
」
の
節
目
の

年
に
あ
た
り
ま
す
。
元
号
「
昭
和
」
は
み

や
こ
町
勝
山
上
田
出
身
の
吉
田
増
蔵
が
考

案
し
た
元
号
で
す
。「
昭
和
」
は
、
中
国
最

古
の
歴
史
書
「
書
経
」
に
あ
る
「
百
姓
昭●

明
、
協
和●

万
邦
」（
全
て
の
人
民
は
明
る
く
、

国
は
和
や
か
に
）
を
典
拠
と
し
た
も
の
で
、

世
界
平
和
の
願
い
が
込
め
ら
れ
た
元
号
で

し
た
。
し
か
し
、
吉
田
増
蔵
の
願
い
と
は

裏
腹
に
、
元
号
発
表
か
ら
15
年
後
、
日
本

は
、
歴
史
上
、
最
も
多
く
の
犠
牲
者
を
記

録
す
る
戦
争
へ
突
入
し
ま
す
。
こ
の
戦
争

は
、
は
じ
め
て
多
く
の
民
間
人
を
巻
き
込

む
も
の
と
な
り
、
ま
た
こ
れ
ま
で
に
な
い

多
数
の
人
々
を
殺
傷
す
る
新
兵
器
の
開
発

が
行
わ
れ
ま
す
。
約
４
年
に
及
ぶ
こ
の
戦

争
に
終
止
符
を
打
つ
き
っ
か
け
に
な
っ
た

の
が
、
人
類
史
上
初
と
な
る
原
子
爆
弾
の

投
下
で
し
た
。
そ
の
対
象
と
な
っ
た
広
島
・

長
崎
で
は
一
瞬
に
し
て
多
く
の
人
々
を
殺

傷
し
、
戦
後
80
年
を
迎
え
た
現
在
も
な
お
、

放
射
能
に
よ
る
後
遺
症
に
苦
し
む
人
々
が

み
ら
れ
る
な
ど
「
悪
魔
の
兵
器
」
の
残
酷

さ
を
歴
史
に
刻
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

犀
川
小
学
校
の
「
被
爆
エ
ノ
キ
２
世
」

　

犀
川
小
学
校
の
一
角
に
、
高
さ
10
ｍ
ほ

ど
に
成
長
し
た
エ
ノ
キ
の
木
が
あ
り
ま
す
。

学
校
の
風
景
に
溶
け
込
ん
で
い
る
こ
の
エ

ノ
キ
の
木
は
今
か
ら
80
年
前
の
８
月
６
日

に
広
島
に
投
下
さ
れ
た
原
爆
で
被
爆
し
た

エ
ノ
キ
の
木
の
２
世
で
す
。
広
島
県
を
除

き
「
被
爆
エ
ノ
キ
２
世
」
が
所
在
す
る
の

は
全
国
で
も
10
か
所
ほ
ど
に
止
ま
り
ま
す
。

犀
川
小
学
校
を
含
め
こ
れ
ら
の
「
平
和
の

木
」
は
、
原
爆
の
悲
惨
さ
を
後
世
に
伝
え

て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
を
込
め
被
爆
エ
ノ

キ
の
苗
木
を
学
校
に
贈
る
活
動
を
続
け
た

広
島
の「
語
り
部
」福
田
安
次
氏（
２
０
１
５

年
に
91
歳
で
死
去
）
に
よ
っ
て
贈
呈
さ
れ

た
も
の
で
す
。

折
り
鶴
が
運
ん
だ
平
和
の
交
流

　

今
か
ら
42
年
前
の
昭
和
58
年（
１
９
８
３
）

５
月
、
福
田
安
次
氏
は
広
島
の
平
和
公
園
に

あ
る
「
風
の
中
の
母
子
像
」
に
捧
げ
ら
れ

た
１
つ
の
千
羽
鶴
と
添
え
ら
れ
た
リ
ボ
ン

に
「
福
岡
県
京
都
郡
犀
川
町
鐙
畑
小
学
校
」

と
記
さ
れ
た
学
校
名
に
目
を
留
め
ま
し
た
。

福
田
氏
は
「
修
学
旅
行
に
来
て
く
れ
て
あ

り
が
と
う
」
と
い
う
手
紙
を
当
時
の
鐙
畑

小
学
校
の
児
童
に
贈
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

広
島
を
訪
問
し
た
鐙
畑
小
学
校
５
・
６
年
生
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「
折
り
鶴
が
運
ん
だ

　
平
和
の
木
」
②

み
や
こ
の
歴
史
発
見
伝

中尾廣治氏
（みやこ町犀川出身）


